
データからみえる森下学区の特徴 

・ 以前から高齢者が多く、高齢化がゆるやか 
 
・ 20歳未満人口が少ない 
 
・ 高齢者のみの世帯が多い 
 
・ 単独世帯が多い 
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 ⑥森下小学校区・森下地区サポーターづくり      チーム：森下まちのタネ 大澤、三宅 



１３の自治会長へのアンケート内容 

• 自治会員の総人数、自治会加入世帯数 

• 加入している独居世帯の数 

• 集合住宅住人の自治会加入率とその要因 

• 自治会役員の役職・年齢・性別 

• 自治会活動や会合を行う場所について 

• 自治会の特徴や強みは何か 

• 自治会が抱えていると思われる問題や悩み 

• 自治会で「必要だがやれていない」と思うことはないか 

• 自治会で「やってみたい」こと「こんなことがやれるといい」と
思っていることはないか 

• 自治会の会合に、中高校生が見学や参加をすることについて 
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自治会連合会へ参加 
・９月１３日配布 
・９月２１日回収 
・１０月１３日 
  分析結果説明 
   （地域発表） 



１３の自治会長へのアンケートから 
                 見えてきたこと    

・自治会役員の高齢化、後継者不足 
・自治会への無関心（特に集合住宅住民） 

・防災対策への関心がまだ薄い 

「自発」「交流」をキーワードに活動を考える    

交

流    

自 
発 

性    
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・住民同士の交流をもっとつくりたい 



 (株)まちづくり藤枝 栃本さんから学んだこと 
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森下地区サポーターの在り方とは？ 

× 
自治会のニーズ 「自発」「交流」 

 

・仲間を集めるためには、具体的にイベントなどを企画し、 

 「この指とまれ」方式をとることが良い。 

・人が集まったら、組織化し、持続可能にしていく。 

・スタッフがやりたいことを大事にする。 



森下地区にいる多様な人・取組をつなげる 
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自治会で活躍 

一人暮らし 

自治会未加入 

子供会で活動 

大学・専門校生 

森下小 現・元PTA役員 

森下地区サポーターズネットワーク構想 

「交流」を促進 



イベント発案 

森サポネット 
事務局 

6 顔の見える交流 自発的なまちづくり 

→森サポネット登録者 →森サポネット未登録者 今までつながりがなかった人・組織がつながる 
＝「交流」を促進 
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・ 自治会活動の理解へ 
・ 後継者不足解消へ 
・ 住民同士のつながり創生へ 
・ 防災意識の啓発へ 

自治会が抱える課題 

顔の見える交流 自発的なまちづくり 
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森サポは自治会連合会の
モットーにつながってお
り、13の町内会の壁を越
え、自治会にできないこ
とをやれる可能性がある。 

森下学区自治会連合会のモットー 
「自主協同」…自発的に力を合わせようとすること 

「相互扶助」…互いに助け合うこと 


